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１．実施要領の目的 

この要領は、〝海を活かす技術の小中校生及び指導者向けワークショップ〞（以下、

「ワークショップ」という。）を普及するための支援に関して必要な事項を定めるこ

とにより、長崎県における海洋再生可能エネルギー関連事業の現状と将来展望を広く

周知するとともに、若い世代に海洋関連技術に関する興味と関心を喚起することを目

的としています。 

 

2．支 援 期 間 

２０１８年５月１日から同年１２月２０日まで 

3．支 援 対 象 

この要領の目的に即して、長崎県内でワークショップを実施する皆さんを対象としま

す。 

ただし、特定非営利活動促進法の定めに抵触する活動や個人、団体等は除きます。 

4．支援の流れとポイント 

 

 

 

①主催者はワー

クショップ開催

支援申込書を事

務局に提出。 

②主催者へ支援

決定通知書を送

付。 

 

 

1 

申請・受付 
 

 

 

①実行委員会委

員が支援を決

定。 

②配送料は事務

局負担。 

③主催者は支援

品等受領書を事

務局に提出。 

 

支援品受領 
 

 

 

①主催者は日本

財団、協議会を

支援団体として

周知。 

②主催者はアン

ケート実施。 

③主催者は終了

証等を授与。 

 

ワークショッ

プ開催 

 

 

 

 

 

 

①主催者は終了

後５日以内に貸

与品を返還。 

②主催者は終了

後１０日以内に

事務局にワーク

ショップ完了報

告書を提出。 

返品・報告 

4 2 3 
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5．主催者の留意事項 

 

 

➢ワークショップを開催するにあたり、「安全であること」は絶対条件の一つです。

主催者には、安全を確保するための運営体制を整えて、責任をもって実施してい

ただくようお願いします。 

➢ＲＯＶの操縦体験を屋外（海等）で行う場合は、事前にその場所の管理機関等（港

湾管理者、漁業組合等）と事前協議を行い、その指示に従ってください。 

また、参加者にはライフジャケットを正しく着用させてください。 

（１） 安全の確保 

 

 

➢ワークショップを開催するにあたり、貸与品である「海プロ横断幕」や「バックパ

ネル」を活用し、支援団体の周知を図ってください。 

➢主催者が作成する文書等に支援団体をご紹介いただく場合は、下記の名称とし、ロ

ゴも下記のものをご使用ください。 

 ○公益財団法人日本財団 

 ○ＮＰＯ長崎海洋産業クラスター形成推進協議会 

 

 

 

（２）支援機関の周知 
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第１（目的） 
 
第２（支援機関） 
支援機関は、特定非営利活動法人長崎海洋産業クラスター形成推進協議会（以下、「協議会」

という。）が日本財団助成事業「海と日本 PROJECT」の実施を契機として設立した「海洋

再生可能エネルギー普及啓発事業実行委員会」とする。 
 

 

 

➢主催者およびクラスター協議会は、ワークショップの普及を図るため、その開催

にあたっては、互いに協力し、様々な媒体を通じたリリースに努めるものとしま

す。 

➢ワークショップの実施に際し収集する個人情報については、個人情報保護法に沿

って適正に取り扱ってください。 

ワークショップのニュースリリースにあたっては、原則として個人情報の開示は

行わないこと、また、参加者等の写真撮影にあたっては、活動報告の一環として

公表することなどを事前に説明し了承を得るようお願いします。 

（３）ワークショップの喧伝と個人情報等の保護 

 

 

➢この事業は、長崎県の子供たちが、ペットボトル風力発電工作キット制作や ROV

組立・操縦の体験を通じて、生命の源である海への理解を深めるとともに、科学

技術への興味と関心をもつ契機となることを願い、主に長崎県内の先生方のご理

解とご協力のもと、このワークショップの普及促進をめざすものです。 

このためのツールとして、２０１７年度にクラスター協議会が大学や研究機関の

ご協力をいただくなか、日本財団支援事業「海と日本 PROJECT」」の一環とし

て作成したワークショップ指導者用マニュアル等の周知と活用を図ります。 

➢このように、長崎県で創出された２つのワークショップを、本県の子供たちが共有

する体験学習の一つとして定着させていくためには、この事業目的を達成するた

めのワークショップの充実に止め処なく取り組み、進化させていく必要がありま

す。 

そこで、主催者はじめご指導いただく皆様には、ワークショップ実施を通じて得

られた成果や課題をクラスター協議会の事務局に適宜ご連絡くださいますようお

願いします。 

（５）ワークショップ進化へのご協力 

 

 

➢発電キット、マニュアル（データを含む）等の支給品は、有償無償を問わず、事務

局の事前の承諾なしに他者へ譲渡してはなりません。 

➢支給等物品は適切に取り扱うことが前提ですが、貸与品を毀損等した場合は、クラ

スター協議会へ速やかに連絡するとともに、完了報告書にその顛末を記載してく

ださい。 

（4）支給等物品の適正管理 
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6．事業の運営体制 

公益財団法人 

日本財団 

 

NPO 長崎海洋産業クラ

スター形成推進協議会 

 

海洋再生可能エネルギー

普及啓発事業実行委員会 

ワークショップ 

主催者 

【実行委員会の構成】 

 

会 長：経塚教授（長崎大学） 

副会長：松岡准教授（長崎総合科学大学） 

監 事：中村部長（長崎経済研究所） 

委 員： 

〔官〕長崎県（新産業創造課）、長崎市（商工振興

課）、佐世保市（商工物産課）、西海市（政策企画課）、

五島市（再生可能エネルギー推進室）、新上五島町（総

合政策課） 

〔学〕長崎大学（海洋未来イノベーション機構）、長崎

総合科学大学（海洋エネルギー研究センター）、佐世保

工業高等専門学校 

〔民〕長崎県商工会議所連合会（長崎商工会議所中小

企業振興部）、（株）長崎経済研究所、当協議会（統括

コーディネーター） 

事務局：NPO 長崎海洋産業クラスター形成推進協議会 

①事業計画→②採択・助成→③実施状況報告

→④報告・成果品 

①事業の企画・運営を協議 

②事業の進行管理 

③事業の評価 

ワークショップ普及

のための支援 



5 
 

 

 
 
 

 

7．「海と日本 PROJECT」の概要 

8．NPO 長崎海洋産業クラスター形成推進協議会の概要 
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ご不明な点が有りましたら、下記にお問い合わせください。 

資料提出等についても、下記へご連絡ください。 

 

 

 

 

9．ご連絡、お問い合わせ先 

 

➢連絡先：NPO 長崎海洋産業クラスター形成推進協議会 

 

 〒850-0862 

 長崎市出島町１番 43 号  ながさき出島インキュベータ 105 

 

 電 話：095-893-8251 

 ＦＡＸ：095-893-8461 

 E-mail：takahira_kaiyou@ivy.ocn.ne.jp 


